

















































調査 日時:2012年1月10日 で あった。
調査場所:愛 知大学豊橋校 舎710号教室 であった。
調査項 目の構成:第1に プ ロフ ィー ル、 第2に 悩 みの種類 、第3に 相談 者、
第4に 相談 内容、 第5に 相談対 象へ の心理 的抵抗 について尋ねた。今 回の報
告で は、第5の 相談対象へ の心理 的抵抗 の部分について報告す る。
調 査方法:人 間関係 論2の 授 業 を利用 した。授業 内で の集団 ア ンケー トを





3-1.相 談 回 数
相談回数は、表1に あるように、短大事務課が最 も多く、先生が最も少な
かった。これは 「これまでに何回 くらい、相談に行きましたか」であった。
なお、ここでいう 「これまでに」というのは、1年生の場合4月 か ら1月の
10ヶ月間、2年生は約1年10ヶ 月となる。
表1.各 相談対象毎の相談回数の平均
キャリア支援課 学生相談室 先 生 短大事務課










年齢 キャリア支援課 学生相談室 先 生 短大事務課
18 1.3 0.5 o.o 2.0
19 2.9 0.2 2.0 5.5
20 2.0 o.o 0.3 1.0















































注:括 弧内 は比率 であ る。 なお37人 の被調 査者全 員が この心理 的抵抗感 に
答えたわけではない。そのため回答のあ る部署、ない部署 などがあ ったため、
回答数を合計 して も37人 にな らない。
3-3.抵 抗 感 の 原 因 と な る 要 因 に つ い て
キャリア支援課、学生相談室、先生に対する心理的な抵抗感の原因となる









信頼で 秘密を 能力が 説教 く 話を聞 弱いと 話をき
きない 知 られ ない と さいの いて も 思われ てい も
たくな 思われ はいや らえな た くな らうの




2.5 2.7 3.1 3.2 2.6 2.6 3.3
支援課
学生
2.6 3.2 2.9 3.2 2.5 2.7 3.8
相談室
先生 2.7 3.3 3.2 3.2 2.8 2.9 3.7




の4が 最 も多い、(2)学生相談室に関 して 「弱いと思われた くない」 とい














































































注:評 定は5段階評価であり、1が弱 く、5が 強い。括弧内は個数
これ らのデー タ以外にもプロフィール、悩みの種類、相談者などについて
















心理的抵抗感の原因として、学生相談室、先生 ともに 「話 を聞いてもらう
ことになれない」がキャリア支援課に比べ平均評定値が高かった り、最頻値
の数値が高い。このことは、学生相談室での相談が非 日常的であった り、短
大における先生の位置づけが、高校 までとは違い、距離があるように感 じら
れるという学生か らの声に一致する。両相談対象ともに、愛知大学の短期大
学部生にとって、心理的距離の離れた対象として位置づけられる可能性があ
る。
これらの結果パターンとその考察から、相談行動の制御に関 してできるこ
とはなんだろうか。「話を聞いてもらうことになれない」という評定が散見
されたことから、相談する姿勢や方法の指示、教育ということの必要性が考
えられる。どのように相談するかという方法、問題の解決のために相談する
という姿勢に関しての指導が必要ではないだろうか。
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